
働く者の団結で生活と権利、平和と民主主義を守ろう！
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５
月
１
日
、
午
前
１
０
時
か
ら
、「
働
く
者
の
団
結

で
生
活
と
権
利
、
平
和
と
民
主
主
義
を
守
ろ
う
！
」
を

メ
イ
ン
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
第
９
３
回
日
比
谷
メ
ー
デ
ー

が
日
比
谷
公
園
野
外
音
楽
堂
で
開
催
さ
れ
た
。

な
お
同
日
に
は
代
々
木
公
園
で
も
第
９
３
回
中
央
メ

ー
デ
ー
が
開
催
さ
れ
た
。

z

中
小
民
間
労
組
懇
談
会
代
表
の
平
賀
さ
ん
に
よ
る
開

会
宣
言
で
始
ま
り
、
主
催
者
を
代
表
し
国
労
東
京
地
本
委

員
長
の
鎌
田
か
ら
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
を

糾
弾
し
た
上
で
、
岸
田
政
権
や
自
民
党
、
維
新
な
ど
が
便

乗
し
て
改
憲
・
軍
拡
の
扇
動
に
乗
り
出
し
て
い
る
こ
と
に

危
機
感
を
訴
え
た
。
さ
ら
に
コ
ロ
ナ
に
よ
る
貧
困
と
格
差

拡
大
の
中
で
、
労
働
者
の
権
利
の
確
立
と
差
別
の
根
絶
の

要
求
を
軸
に
労
働
者
の
連
帯
し
た
闘
い
で
挑
み
、
人
権
尊

重
の
社
会
を
作
り
上
げ
よ
う
と
呼
び
掛
け
た
。

来
賓
と
し
て
あ
い
さ
つ
を
し
た
社
民
党
か
ら
は
参
議
院

議
員
の
福
島
み
ず
ほ
代
表
は
、
ま
ず
社
会
の
劣
化
は
政
治

が
作
っ
た
と
端
的
に
指
摘
し
、
諸
制
度
を
変
え
て
い
こ
う

と
呼
び
掛
け
た
。
さ
ら
に
戦
争
を
し
な
い
こ
と
が
政
治
の

重
要
な
役
割
、
民
主
主
義
が
脆
弱
な
時
に
戦
争
が
始
ま
る
、

だ
か
ら
こ
そ
民
主
主
義
を
強
化
し
、
そ
の
力
で
戦
争
を
止

め
よ
う
と
明
快
に
訴
え
た
。

式
典
後
、
日
比
谷
公
園
霞
門
か
ら
新
橋
「
土
橋
」
ま
で

デ
モ
行
進
を
行
い
、
コ
ロ
ナ
解
雇
を
許
す
な
！
雇
用
の
継

続
と
休
業
・
生
活
補
償
の
充
実
を
！
８
時
間
働
け
ば
暮
ら

せ
る
社
会
を
！
等
々
を
沿
道
の
人
々
に
訴
え
た
。

東
京
平
和
運
動
セ
ン
タ
ー
は
５
月
２
５
日
、

午
後
５
時
か
ら
、
田
町
交
通
ビ
ル
５
Ｆ
会
議
室
に

お
い
て
第
３
４
回
定
期
総
会
を
開
催
し
た
。

総
会
議
長
に
東
交
の
伊
藤
さ
ん
を
選
出
、
中

條
議
長
の
挨
拶
の
あ
と
、
２
０
２
１
年
度
の
経

過
・
２
０
２
２
年
度
の
予
算
・
活
動
方
針
が
採
択

さ
れ
。
新
役
員
を
選
出
し
終
了
し
た
。
国
労
か
ら

は
常
任
幹
事
と
し
て
横
倉
東
京
地
本
執
行
委
員
が

選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

東
京
平
和
セ
ン
タ
ー
は
、
平
和
・
人
権
・

環
境
を
守
り
前
進
さ
せ
る
た
め
「
戦
争
を
さ
せ
な

い
１
０
０
０
人
委
員
会
」
を
通
じ
た
「
総
が
か
り

行
動
」
や
、「
安
倍
９
条
改
憲
Ｎ
Ｏ
！
改
憲
発
議

に
反
対
す
る
緊
急
署
名
」
行
動
や
「
さ
よ
な
ら
原

発
全
国
集
会
」
な
ど
平
和
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
運
動
を

基
調
と
し
て
、
年
間
を
通
じ
た
ア
ピ
ー
ル
や
集
会

行
動
を
展
開
し
て
き
て
い
ま
す
。

４
月
内
外
の
動
き

４
月
１
日

Ｊ
Ｒ
各
社
で
入
社
式
が
行
わ
れ
た
。

東
日
本
採
用
者
は
７
０
０
名

４
月
５
日

Ｊ
Ｒ
東
日
本
は
、
駅
バ
リ
ア
フ
リ
ー
設
備
の

整
備
費
用
を
現
行
運
賃
に
転
嫁
す
る
た
め
の
申
請
を

国
土
交
通
省
関
東
運
輸
局
に
行
な
っ
た
と
発
表
し
た
。

４
月
１
３
日　

Ｊ
Ｒ
東
日
本
と
京
王
電
鉄
（
京
王
）
は
新
宿
駅
西
南
口

地
区
の
開
発
計
画
に
つ
い
て
概
要
を
明
ら
か
に
し
た
。

４
月
１
４
日

Ｊ
Ｒ
東
日
本
は
、
福
島
県
沖
地
震
の
影
響
に
よ
り

最
後
ま
で
不
通
と
な
っ
て
い
る
福
島
～
仙
台
間
の

新
幹
線
の
運
転
を
再
開
し
た
。

４
月
１
９
日

Ｊ
Ｒ
東
日
本
は
、
組
織
改
正
を
実
施
す
る
と
発
表
し
た
。

支
社
に
つ
い
て
は
１
２
支
社
が
管
轄
す
る
エ
リ
ア
を

首
都
圏
、
東
北
、
新
潟
の
３
エ
リ
ア
に
分
け
、

そ
れ
ぞ
れ
に
本
部
を
設
置
し
支
社
の
業
務
を
一
部

移
管
。
現
行
の
東
京
支
社
は
「
首
都
圏
本
部
」
と
な
る
。

４
月
２
５
日

死
者
１
１
７
名
、
負
傷
者
５
６
２
名
に
及
ぶ
未
曽
有
の

大
惨
事
と
な
っ
た
Ｊ
Ｒ
福
知
山
線
脱
線
事
故
か
ら

１
７
年
を
迎
え
た
４
月
２
５
日
に
、
今
年
も
国
労
は

「
４.

２
５
安
全
行
動
日
」
と
し
て
全
国
で
宣
伝
行
動
を

展
開
し
た
。

４
月
２
６
日

普
通
回
数
乗
車
券
の
発
売
を
９
月
３
０
日
限
り
で
終
了

す
る
と
発
表
し
た
。
Ｊ
Ｒ
東
日
本
で
は
、
在
来
線
を
同

一
運
賃
区
間
で
同
１
月
内
に
１
０
回
利
用
す
る
と
運
賃

１
回
分
相
当
、
月
１
１
回
以
上
の
利
用
で
１
回
ご
と
に

運
賃
１
０
％
相
当
の
Ｊ
Ｒ
Ｅ 

ポ
イ
ン
ト
を
付
与
す
る

リ
ピ
ー
ト
ポ
イ
ン
ト
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し
て
い
る
が
、

こ
の
普
及
が
進
ん
だ
と
し
て
、　

自
社
エ
リ
ア
相
互
間
の

普
通
回
数
券
全
廃
に　

踏
み
切
る
こ
と
に
な
っ
た
。

★
　
サ
ブ
ス
ロ
ー
ガ
ン
　
★

コ
ロ
ナ
解
雇
を
許
す
な
！　

雇
用
の
継
続
と
休
業･

生
活
補
償
の
充
実
を
！

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
！　

な
く
せ

貧
困･

格
差･

差
別
、
８
時
間
働
け
ば
暮
ら
せ
る
社
会
を
！

福
島
原
発
事
故
を
忘
れ
な
い
！　

原
発
ゼ
ロ
社
会･

復
興
の
実
現
を
！
核
兵
器
廃
絶
！

反
戦
平
和
！

９
条
改
憲
反
対
！

辺
野
古
新
基
地
建
設
阻
止
！

岸
田
政
権
は
退
陣
を
！

国
労
加
入
を

大
胆
に
訴
え
よ
う

東
京
平
和
運
動

セ
ン
タ
ー

第
　
回
定
例
総
会
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５
月
３
日
１
１
時
～
東
京
・
有
明
防
災
公
園
に

お
い
て
、「
平
和
と
い
の
ち
と
人
権
を
！
５
・
３
憲

法
集
会
実
行
委
員
会
」
が
主
催
す
る
２
０
２
２
憲

法
大
集
会
が
行
わ
れ
た
。

　

日
本
国
憲
法
施
行
か
ら
７
５
年
を
迎
え
た
憲
法

記
念
日
の
３
日
は
１
万
５
０
０
０
人
が
参
加
し

た
。

ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
が
始
ま
り
、
日

本
に
お
い
て
も
侵
略
の
危
機
意
識
を
あ
お
り
、
防

衛
費
の
増
額
を
謳
い
、
い
ま
や
「
憲
法
９
条
」
は

戦
後
最
大
の
危
機
に
面
し
て
い
る
。

　

主
催
者
を
代
表
し
て
平
和
団
体
代
表
の
藤
本
泰

成
さ
ん
は
「
敵
基
地
攻
撃
能
力
や
核
保
有
で
国
民

の
命
を
守
れ
る
の
か
」「
国
民
の
生
活
を
圧
迫
し
、

平
和
が
壊
れ
る
だ
け
だ
」
と
批
判
し
た
。
さ
ら
に

憲
法
審
査
会
の
傍
聴
を
続
け
る
大
江
京
子
弁
護
士

は
「
市
民
の
尊
い
犠
牲
の
末
、
戦
争
の
惨
禍
を
起

こ
さ
せ
な
い
と
誓
い
、
日
本
国
憲
法
を
定
め
た
。

こ
の
決
意
を
捨
て
さ
っ
て
良
い
わ
け
が
な
い
」
と

呼
び
か
け
た
。

　

集
会
後
、「
憲
法
を
守
れ
」
の
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ

ー
ル
を
上
げ
な
が
ら
デ
モ
行
進
を
行
っ
た
。

　

４
月
２
５
日
に
、
死
者
１
０
７
名
、
負
傷
者
５
６
２

名
に
及
ぶ
未
曽
有
の
大
惨
事
と
な
っ
た
Ｊ
Ｒ
福
知
山
線

脱
線
事
故
か
ら
１
７
年
を
迎
え
る
。

　

と
り
わ
け
、
３
年
目
と
な
る
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て

は
、
少
子
高
齢
化
に
よ
る
人
口
減
に
加
え
て
人
の
移
動

が
大
幅
に
制
限
さ
れ
運
輸
収
入
の
減
少
が
常
態
化
す
る

な
ど
、
Ｊ
Ｒ
各
社
の
経
営
に
も
大
き
な
影
響
が
拡
が
っ

て
い
る
。

　

い
う
ま
で
も
な
く
、
安
全
・
安
定
輸
送
の
確
立
と
持

続
可
能
な
鉄
道
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
維
持
・
存
続
は
車
の

両
輪
と
も
い
う
べ
き
不
可
分
の
課
題
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
な
か
、
去
る
２
月
１
４
日
国
土
交
通
省

は
、
地
域
公
共
交
通
の
維
持
に
向
け
た
施
策
を
検
討
す

る
有
識
者
会
議
を
設
置
し
、
鉄
道
事
業
者
と
沿
線
の
関

係
者
が
協
働
し
て
不
採
算
路
線
の
持
続
性
を
高
め
る
取

り
組
み
を
促
す
た
め
、
Ｂ
Ｒ
Ｔ
（
バ
ス
高
速
輸
送
シ
ス

テ
ム
）
や
次
世
代
型
路
面
電
車
（
Ｌ
Ｒ
Ｔ
）
な
ど
新
た

な
形
態
へ
の
移
行
も
有
効
な
手
段
と
し
て
対
策
を
議
論

し
、
今
夏
に
も
提
言
を
ま
と
め
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し

て
い
る
。

　

未
曽
有
の
大
事
故
と
な
っ
た
原
因
は
利
益
を
優
先
さ

せ
た
運
転
本
数
の
増
加
と
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
に
よ
る
労

働
環
境
の
悪
化
、
さ
ら
に
ミ
ス
を
懲
罰
的
な
日
勤
教
育

と
し
精
神
的
に
追
い
詰
め
た
社
員
管
理
が
大
き
く
影
響

し
て
い
る
。

　

二
度
と
こ
の
よ
う
な
痛
ま
し
い
犠
牲
者
を
出
さ
な

い
、
事
故
を
起
こ
さ
な
い
た
め
に
も
安
全
行
動
に
つ
い

て
点
検
・
徹
底
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　

国
労
は
「
４.

２
５
安
全
行
動
日
」
と
し
て
全
国
で

宣
伝
行
動
を
展
開
し
て
き
た
。

　

ま
た
東
京
支
部
は
組
合
員
が
池
袋
駅
で
チ
ラ
シ
を
配

布
し
な
が
ら
宣
伝
行
動
を
取
り
組
ん
で
き
た
。

４･

２
５

安
全
行
動
日

５
・
３
憲
法
第
集
会

平
和
と
い
の
ち
と

人
権
を
！


